【平成十九年 第一回市議会臨時会　提案理由説明】　　　　　　　　　　　　決 定 稿
　本日、ここに、平成十九年第一回市議会臨時会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました議案につきまして、ご説明申し上げます。

はじめに、三月二十五日に発生した能登半島地震は、輪島市をはじめ能登地方を中心に甚大な被害をもたらしました。被害に遭われた方々に心からお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い被災者の生活再建や地場産業の復興を願うものであります。

本市からは、地震発生直後に給水タンク車の派遣をはじめとして、市職員、消防職員、水道や建築の専門業者など延べ四百六十一人が被災地に赴き、上下水道の復旧作業や建物の危険度判定、避難住民の健康相談などの救援活動を行なったところであります。また、市民や町会連合会などの各種団体、企業の皆様からの心温まる義援金につきましては、先般、谷本知事に直接手渡したところであります。
本県は、これまで地震による大きな被害が少なかった地域でありますが、今回の能登半島地震における被害状況の現地調査や救援活動などにより得られた貴重な経験や教訓を活かし、災害発生時に備えた危機管理体制の強化や迅速で安全な救援活動ができるよう、日頃から訓練を重ねるとともに、職員の一層の意識高揚を図り、災害に強いまちづくりの構築に努めていく所存であります。

なお、今月二十七日、土砂災害に対する警戒避難体制の強化を図るため、白峰地域において集中豪雨によりがけ崩れや土石流が発生したことを想定した、国土交通省や県など関係機関との情報伝達訓練及び地域住民の避難訓練を実施することといたしており、こうした大規模訓練の貴重な機会を活かし、梅雨入りを前にして、広く住民の防災意識の高揚に努めてまいりたいと考えております。

次に、新設の統合小中学校につきましては、白山ろくの豊かな自然環境に調和した学び舎として今月末の着工を予定いたしており、今臨時会において工事請負契約の締結にかかる議案を提出したところであります。
校名につきましては、統合する吉野谷小中学校、尾口小中学校及び白峰中学校の児童生徒をはじめ、地域住民や市の広報、ホームページにおいて広く募集をしたところ二百二十三件の応募があり、現在、六月上旬を目途に、統合小中学校統合準備委員会及び教育委員会において選考作業を進めており、地域に永く愛される校名を付けていただくことを期待しております。また、校章のデザインについては、校名の決定後に一般公募することとし、校歌の作詞、作曲については、本市にゆかりのある専門家に依頼することとしております。
本年度は、統合小中学校の建設のほか、美川小学校の設計、朝日小学校及び松南小学校の建設基本構想を策定することとし、限られた予算の中で、未来を担う子供たちのために、教育環境の充実に努めていく所存であります。
次に、法政大学との事業協力についてであります。法政大学は、平成十五年に設立した「地域研究センター」において、大学の持つ高い教育・研究能力を活かし、行政や地域のＮＰＯ法人と連携した地域づくりに参画するなど、これまで全国各地域において、様々な社会貢献を行っております。これらの状況を踏まえ、明後日の二十五日には、松任学習センターコンサートホールにおいて、白山市長と法政大学 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひらばやし),平林) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ち),千)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まき),牧) 総長との間で「白山市と法政大学の事業協力に関する協定」を締結するとともに、地域づくりの専門家による記念シンポジウムを開催する運びとなっております。　　　
本市といたしましては、今後、法政大学との相互連携・協力のもと、霊峰白山や手取川、日本海など豊かな自然と先人から受け継がれてきた、特色ある伝統文化を活かした地域づくりや、白山ろく地域における少子高齢化や過疎化を解消する地域振興策などについての具体的な提案をいただき、本市の地域特性を活かした魅力あるまちづくりを推進するとともに、独自の施策等を全国に情報発信していきたいと考えております。
　それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、補正予算案一件、事件処分案三件、専決処分の承認にかかるもの十三件、の計十七件となっております。

　はじめに、議案第六十一号の平成十九年度老人保健特別会計の補正予算につきましては、平成十八年度の国庫支出金等の不足額が確定し、平成十九年度に精算交付されることになったことに伴い、平成十九年度より繰り上げ充用する措置を講じるものであります。

次に、議案第六十二号から第六十四号までの事件処分案につきましては、統合小中学校建設工事に係る校舎棟建築工事、屋内運動場棟建築工事及び電気設備工事の請負契約を締結するものであり、地方自治法の規定により議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第六十五号から第七十七号までの専決処分の承認についてご説明申し上げます。
白山市税条例の一部を改正する条例及び白山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましては、地方税法等の一部改正に伴い、また、白山市過疎振興対策のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例につきましては、関係法令の改正に伴い、所要の改正を行ったものであります。

次に、平成十八年度の一般会計補正予算につきましては、地方交付税や市債の確定、特別会計への繰出金などによる財源調整のほか、決算見込みをもとに、三億四千九百四十三万円の減額補正を行ったものであり、その結果、平成十八年度一般会計の予算総額は、四百八十五億七千三百五十三万円となりました。
　次に、国民健康保険特別会計及び老人保健特別会計につきましては、保険給付費、医療給付費などの確定に伴い減額補正を、また、介護保険特別会計につきましては、介護給付費準備基金の積立に伴う増額補正を行ったものであります。

　次に、簡易水道事業特別会計、墓地公苑特別会計、温泉事業特別会計及び下水道事業特別会計につきましては、平成十八年度の工事費や管理費などの確定に伴い、減額補正したものであります。

なお、観光事業特別会計につきましては、スキー場使用料収入の減額に伴い、宅地造成事業特別会計につきましては、土地売払い収入の減額に伴い、一般会計からの繰入金による財源調整を行ったものであります。

　以上をもちまして、今臨時会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重に審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。
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